
(57)【要約】

【課題】瓦を初めとする各種焼き物の破片、不良品等の

廃棄処分が費用、廃棄場所等の面から行き詰まりつつあ

る。

【解決手段】焼き物粉末と樹脂の混合原料で所望形状、

所望用途の焼き物粉末複合品とした。焼き物粉末と樹脂

を混合した混合原料を型で成形し、硬化させるようにし

た。混合原料に焼き物粉末の他の原料を混合することも

できる。樹脂も二種類以上を混ぜることもできる。顔料

を混合して着色することもできる。焼き物粉末と樹脂の

混合比率は製造する焼き物粉末複合品が所望の性能を備

えたものとなるように選択することができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 の 混 合 原 料 を 所 望 形 状 に 成 形 し て 硬 化 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 焼 き 物
粉 末 複 合 品 。
【 請 求 項 ２ 】
　 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 と 他 の 原 料 の 混 合 原 料 を 所 望 形 状 に 成 形 し て 硬 化 さ せ た こ と を 特 徴 と
す る 焼 き 物 粉 末 複 合 品 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ 記 載 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 に お い て 、 焼 き 物 粉 末 の サ イ ズ が ５ ｍ ｍ
以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 焼 き 物 粉 末 複 合 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 を 混 合 し て 又 は 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 と 他 の 原 料 を 混 合 し て 混 合 原 料 を 作
り 、 そ の 原 料 を 成 形 し て 硬 化 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 製 造 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 瓦 、 レ ン ガ 、 タ イ ル 、 茶 碗 、 陶 器 等 の 各 種 焼 き 物 の 粉 末 （ 焼 き 物 粉 末 ） を 樹 脂
を 初 め と す る 他 の 材 料 と 混 合 し て 成 形 し た 焼 き 物 粉 末 複 合 品 に 関 し 、 特 に 、 焼 き 物 成 形 時
の 破 損 品 、 使 用 済 み 焼 き 物 と い っ た 不 要 な 焼 き 物 を 有 効 利 用 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 瓦 、 茶 碗 、 陶 器 な ど の 焼 き 物 は 成 形 時 に 不 良 品 が 発 生 す る の が 通 常 で あ る 。 焼 き 物 は 完
成 品 で あ っ て も 、 そ の 性 質 上 、 欠 け た り 、 割 れ た り し 易 い 。 こ れ ら 不 良 品 や 破 損 品 の 一 部
は コ ン ク リ ー ト の 骨 材 と し て の 用 途 と か 他 の 用 途 が 考 え ら れ る が 、 細 か い 粉 末 、 特 に 、 数
ｍ ｍ 以 下 の 微 粉 末 は 用 途 が 無 い た め 現 在 は 産 業 廃 棄 物 と し て 廃 棄 処 分 さ れ て い る の が ほ と
ん ど で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 廃 棄 処 分 す る に し て も 次 の よ う な 各 種 課 題 が あ っ た 。
　 １ ． 廃 棄 処 分 に 費 用 が か か る 。
　 ２ ． 廃 棄 場 所 が 限 ら れ て い る た め 廃 棄 す る に も 限 度 が あ り 、 飽 和 状 態 に あ る の が 実 情 で
あ る 。 こ の 場 合 は 、 処 分 費 用 を 出 し て も 引 き 取 り 手 が 無 く 、 処 分 で き ず 、 無 理 に 捨 て る と
違 法 投 棄 に な る の み な ら ず 、 環 境 破 壊 を 引 き 起 こ し 、 社 会 問 題 と な る 。
　 ３ ． 不 良 品 、 破 損 品 の 廃 棄 処 分 に 行 き 詰 ま り つ つ あ る た め 、 そ れ ら の 再 利 用 が 望 ま れ て
い る が 、 有 効 な 方 策 を 見 出 せ な い の が 現 状 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は こ れ ま で 再 利 用 困 難 で あ っ た 焼 き 物 粉 末 を 樹 脂 と 混 合 し て 新 た な 製 品 を 作 り 出
し た も の で あ り 、 焼 き 物 粉 末 を 有 効 活 用 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 件 出 願 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 は 請 求 項 １ 記 載 の よ う に 、 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 の 混 合 原 料 を
所 望 形 状 に 成 形 し て 硬 化 さ せ た も の で あ る 。 こ の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 は 請 求 項 ２ 記 載 の よ う
に 、 焼 き 物 粉 末 及 び 樹 脂 に 他 の 原 料 を 混 合 し た 混 合 原 料 で 成 形 す る こ と も で き る 。 更 に 、
請 求 項 ３ 記 載 の よ う に サ イ ズ ５ ｍ ｍ 以 下 の 焼 き 物 粉 末 を 使 用 し た も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 件 出 願 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の よ う に 、 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂
を 混 合 し て 又 は 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 と 他 の 原 料 を 混 合 し て 混 合 原 料 を 作 り 、 そ の 原 料 を 型 に
よ る バ ッ チ 成 形 、 押 し 出 し 成 形 、 射 出 成 形 と い っ た 各 種 型 を 使 用 し て 各 種 成 形 方 法 で 成 形
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し 、 得 ら れ た 成 形 品 を 自 然 乾 燥 、 強 制 乾 燥 等 の 乾 燥 手 段 、 Ｕ Ｖ 硬 化 、 熱 硬 化 等 の 硬 化 手 段
で 硬 化 さ せ る 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 件 出 願 の 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ 記 載 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 は 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 （ １ ） 本 来 で あ れ ば 廃 材 と な る 焼 き 物 粉 末 が 原 料 で あ る た め 、 原 料 コ ス ト が 低 廉 で あ り
、 安 価 な 焼 き 物 粉 末 複 合 品 と な る 。
　 （ ２ ） 原 料 の 一 部 が 焼 き 物 粉 末 で あ る た め 、 原 料 が 樹 脂 の み の 製 品 に 比 し て 、 耐 熱 性 、
難 燃 性 、 耐 候 性 、 耐 光 性 、 硬 度 、 強 度 の 優 れ た も の と な る 。
　 （ ３ ） 原 料 の 一 部 が 樹 脂 で あ る た め 、 原 料 が 焼 き 物 粉 末 の み の 製 品 に 比 し て 軽 量 と な り
、 運 搬 や 取 り 扱 い が 容 易 に な り 、 成 形 し 易 く 、 切 断 等 の 加 工 も 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 件 出 願 の 請 求 項 ４ 記 載 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 製 造 方 法 は 次 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 （ １ ） 焼 き 物 粉 末 を 原 料 と し て 使 用 す る の で 、 こ れ ま で 廃 棄 物 と し て 処 理 さ れ て い た 焼
き 物 の 破 損 品 や 使 用 済 み 品 を 粉 末 化 し て リ サ イ ク ル で き 、 そ れ ら の 有 効 活 用 を 図 る こ と が
で き 、 地 球 資 源 の 有 効 利 用 に も 資 す る 。
　 （ ２ ） 焼 き 物 の 破 損 品 や 使 用 済 み 品 を 本 件 発 明 用 に 粉 末 化 し て 使 用 で き る の み な ら ず 、
そ れ ら 破 損 品 や 使 用 済 み 品 を 骨 材 と す る 際 の 破 砕 、 粉 砕 処 理 時 に 発 生 す る 焼 き 物 粉 末 （ 従
前 は 廃 棄 処 分 さ れ て い た ） を 更 に 微 細 化 し て 使 用 す る こ と も で き る た め 、 焼 き 物 粉 末 の 廃
棄 量 が 低 減 し 、 廃 棄 費 用 も 削 減 で き 、 不 法 投 棄 の 減 少 、 環 境 保 全 に 役 立 つ 。
　 （ ３ ） 混 合 原 料 を 型 で 成 形 す る た め 所 望 形 状 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 を 製 造 す る こ と が で き
る 。
　 （ ４ ） 乾 燥 硬 化 、 熱 硬 化 、 Ｕ Ｖ 硬 化 と い っ た 各 種 手 段 で 硬 化 さ せ る こ と が で き る た め 、
原 料 と し て 使 用 す る 樹 脂 の 性 質 に 応 じ た 硬 化 方 法 を 採 用 す る こ と が で き 、 乾 燥 硬 化 、 熱 硬
化 の 場 合 は 既 存 の 瓦 焼 き 用 釜 の 周 囲 の 余 熱 を 利 用 す る こ と も で き る た め 、 新 た に 乾 燥 炉 や
加 熱 炉 を 設 備 す る 必 要 が な く 経 済 的 負 担 が 軽 減 で き る 。
　 （ ５ ） 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 の 混 合 原 料 で あ る た め 、 焼 き 物 粉 末 と 樹 脂 の い ず れ か 一 方 だ け
の 場 合 よ り も 製 造 時 の 不 良 品 発 生 が 少 な く 、 歩 留 ま り が 向 上 し 、 生 産 性 が 向 上 し 、 製 品 コ
ス ト の 低 減 に 寄 与 で き る 。
　 （ ６ ） 流 し 込 み 方 式 や 金 型 方 式 の 成 形 の 場 合 は 、 通 常 の 射 出 成 形 に 比 し て 、 低 圧 も し く
は 常 圧 で 成 形 で き る た め 成 形 し 易 い 。 ま た 、 金 型 （ 成 形 型 ） 、 中 子 等 の 構 造 が 簡 潔 で あ る
た め そ れ ら の 製 造 が 容 易 で あ り 、 金 型 材 料 が 安 価 に な る 。 ま た 、 熱 硬 化 に よ る 収 縮 で 離 型
し 易 く な る の で 離 型 剤 を 使 用 し な く と も 円 滑 に 離 型 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 （ 実 施 形 態 ）
　 本 件 出 願 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 は 焼 き 物 粉 末 と 液 状 樹 脂 の 混 合 原 料 を 成 形 し 、 そ の 成 形 品
を 自 然 乾 燥 、 強 制 乾 燥 、 熱 、 Ｕ Ｖ 等 で 硬 化 さ せ て あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 原 料 で あ る 焼 き 物 粉 末 は 、 瓦 、 レ ン ガ 、 タ イ ル 、 茶 碗
、 陶 器 、 セ ラ ミ ッ ク ス と い っ た 各 種 焼 き 物 の 破 損 片 、 製 造 時 に 発 生 し た 不 良 品 、 使 用 済 み
品 等 の 廃 棄 用 品 を 、 本 件 発 明 の 実 施 の た め に 粉 末 処 理 し て 得 た 粉 末 で も 、 そ れ ら 廃 棄 用 品
を 他 の 加 工 、 例 え ば 、 コ ン ク リ ー ト 用 の 骨 材 と す る た め に 破 砕 、 粉 砕 処 理 す る 際 に 発 生 し
た 粉 末 で も 使 用 可 能 で あ る 。 セ ラ ミ ッ ク ス の 原 料 は 各 種 あ る が ど の よ う な 原 料 の セ ラ ミ ッ
ク ス で あ っ て も 使 用 可 能 で あ る 。 焼 き 物 粉 末 の 粉 径 （ サ イ ズ ） は 製 造 す る 焼 き 物 粉 末 複 合
品 の 形 状 や 用 途 等 に よ っ て も 異 な る が ５ ｍ ｍ 以 下 、 特 に 0.043ｍ ｍ （ 325メ ッ シ ュ ） ～ ２ ｍ
ｍ （ ９ メ ッ シ ュ ） の も の が 望 ま し く 、 樹 脂 と の 混 合 し 易 さ 、 得 ら れ る 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の
表 面 の 緻 密 さ 、 滑 ら か さ 、 仕 上 が り 等 々 の 面 か ら 微 細 で あ れ ば 微 細 で あ る ほ ど 望 ま し く 、
0.83ｍ ｍ 以 下 の も の が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 本 実 施 形 態 で 使 用 す る 樹 脂 は 液 状 、 粒 状 、 粉 末 等 、 ど の よ う な 形 態 の も の で も よ い 。 樹
脂 の 種 類 や 特 性 は 製 造 す る 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 形 状 や 用 途 等 に 応 じ て 熱 可 塑 性 樹 脂 、 熱 硬
化 性 樹 脂 、 Ｕ Ｖ 硬 化 樹 脂 と い っ た も の を 選 択 使 用 で き る 。 熱 可 塑 性 樹 脂 と し て は 例 え ば 、
ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ メ タ ク リ ル 酸 メ チ ル 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ 酢 酸 ビ
ニ ル 、 ポ リ ス チ レ ン 、 ア ク リ ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ ン ・ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ
ア セ タ ー ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 、 ポ リ ス ル ホ ン 、 ポ リ エ ー テ ル ス ル ホ ン 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン
サ ル フ ァ イ ド 、 芳 香 族 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ フ ッ 化 ビ ニ ル な ど の フ ッ 化 プ ラ ス チ ッ ク 又 は エ
チ ル セ ル ロ ー ス な ど の 繊 維 素 系 プ ラ ス チ ッ ク な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。 熱 硬 化 性 樹 脂
と し て は 例 え ば 、 フ ェ ノ ー ル 樹 脂 、 ポ リ エ ス テ ル 樹 脂 、 エ ポ キ シ 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 、
ポ リ ウ レ タ ン 、 メ タ セ ン （ 日 立 化 成 工 業 株 式 会 社 の 登 録 商 標 ） 等 を 使 用 す る こ と が で き る
。 こ れ ら 樹 脂 は 一 種 類 を 単 独 で 使 用 す る こ と も 、 二 種 類 以 上 を 混 合 し て も 使 用 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 成 形 さ れ た 製 品 を Ｕ Ｖ 硬 化 さ せ る 場 合 は Ｕ Ｖ 硬 化 樹 脂 を 、 熱 硬 化 さ せ る 場
合 は 熱 硬 化 樹 脂 を 使 用 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 樹 脂 と 焼 き 物 粉 末 の 混 合 比 率 は 、 樹 脂 の 量 を １ と し た 場 合 、 焼 き 物 粉 末 を 0.1～ ５
と す る の が 好 ま し く 、 例 え ば １ ： １ 、 １ ： 1.5と す る こ と が で き 、 逆 に 、 樹 脂 の 量 を 焼 き
物 粉 末 の 量 よ り も 少 な く す る こ と も で き る 。 混 合 比 率 を １ ： １ 、 １ ： 1.5に す る と 樹 脂 と
焼 き 物 粉 末 を む ら な く 均 一 に 混 合 し 易 く 、 樹 脂 内 の 焼 き 物 粉 末 の 分 布 も 一 様 に な り 易 い 。
樹 脂 は 焼 き 物 粉 末 と の 混 合 し 易 さ か ら は 液 状 の も の が 好 ま し い 。 液 状 樹 脂 と 焼 き 物 粉 末 の
混 合 は 真 空 練 り 機 で 練 っ た り 、 手 で 捏 ね た り し て 良 く 混 合 す る と 同 時 に 樹 脂 内 の 空 気 を 抜
く の が 好 ま し い 。 樹 脂 と 焼 き 物 粉 末 の 混 合 比 率 を １ ： １ 、 １ ： 1.5程 度 と し た 場 合 は 、 例
え ば 、 う ど ん 粉 を 水 で 溶 い て 練 っ た と き と 同 じ よ う な 感 じ の 軟 ら か さ 、 粘 度 と な り 、 焼 き
物 粉 末 の 量 が 多 く な る ほ ど 硬 く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 混 合 原 料 は 樹 脂 と 焼 き 物 粉 末 だ け で な く そ れ ら に カ ー ボ ン 、 ガ ラ ス 、 シ リ コ ン 、 琺 瑯 等
の 各 種 原 料 を 混 合 す る こ と も で き る 。 こ れ ら 原 料 は 焼 き 物 粉 末 と 同 様 の サ イ ズ の 微 粉 末 或
は 極 細 繊 維 状 で 使 用 す る の が 好 ま し い 。 こ れ ら 原 料 を 混 合 す る こ と に よ り 、 強 度 、 粘 性 、
耐 熱 性 と い っ た 各 種 性 能 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 は 個 別 の 型 を 使 用 し て 成 形 す る バ ッ チ 式 成 形 や 、 射 出 成
形 機 、 押 出 成 形 機 と い っ た 各 種 成 形 方 法 で 成 形 す る こ と が で き る 。 金 型 を 使 用 す る バ ッ チ
式 成 形 の 場 合 は 成 形 品 を 成 形 型 か ら 受 け 型 に 移 し 換 え て か ら 硬 化 さ せ る こ と が で き 、 射 出
成 形 、 押 出 成 形 の 場 合 は 成 形 品 を 自 然 乾 燥 、 加 熱 乾 燥 、 Ｕ Ｖ 硬 化 と い っ た 各 種 手 段 で 硬 化
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 加 熱 乾 燥 の 加 熱 時 間 は 温 度 や 混 合 材 料 に よ っ て も 異 な る が 、 例 え ば 、 50℃ ～ 200℃ で ３
～ ５ 時 間 程 度 が 適 す る 。 こ の 場 合 、 高 温 で 急 激 に 加 熱 乾 燥 さ せ る と 成 形 品 が 変 形 し た り 、
亀 裂 が 入 っ た り す る 恐 れ が あ る た め 、 50℃ 程 度 の 低 い 温 度 で 加 熱 し 始 め て か ら 次 第 に ２ 00
℃ 程 度 ま で 昇 温 さ せ る の が 望 ま し い 。 200℃ 程 度 ま で 昇 温 さ せ る と 成 形 品 を 自 然 冷 却 し た
の で は 冷 却 ま で 長 時 間 掛 か る た め 、 ０ ℃ 程 度 の 温 度 で 急 冷 し て か ら 自 然 乾 燥 さ せ る と 短 時
間 で 冷 却 さ せ る こ と が で き 生 産 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 形 態 で 製 造 さ れ る 焼 き 物 粉 末 複 合 品 は 、 バ ッ チ 成 形 、 射 出 成 形 、 押 出 成 形 等 で 成
形 で き る 既 存 の プ ラ ス チ ッ ク 製 品 と 同 様 の も の を 製 造 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 以 下 の よ う な
製 品 と す る こ と が で き る 。
　 （ １ ） 機 械 部 品 ： 歯 車 、 カ ム 、 ピ ス ト ン 、 ロ ー ラ ー 、 バ ル ブ 、 羽 根 （ ポ ン プ ） 、 羽 根 （
フ ァ ン ） 、 ロ ― タ ー 、 洗 濯 機 の 羽 根 、 各 種 シ ー ル 、 他 。
　 （ ２ ） 軽 機 構 部 品 ・ 装 飾 部 品 ： 屋 根 部 材 、 植 木 鉢 、 園 芸 用 ブ ロ ッ ク 、 雨 樋 、 ノ ブ 、 ハ ン
ド ル 、 バ ッ テ リ ー ケ ー ス 、 配 線 用 ク ラ ン プ 、 装 飾 品 、 カ メ ラ ボ デ ー 、 管 継 手 、 メ ガ ネ フ レ
ー ム 、 自 動 車 ハ ン ド ル 、 自 動 車 ボ デ ー 、 工 具 類 の 取 っ て 、 標 識 、 ガ ー ド レ ー ル 、 他 。
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　 （ ３ ） 小 形 ハ ウ ジ ン グ ・ 小 形 中 空 体 ： 受 話 器 ・ ケ ー ス 、 フ ラ ッ シ ュ ラ イ ト ・ ケ ー ス 、 ス
ポ ー ツ 用 ヘ ル メ ッ ト 、 ヘ ッ ド ラ イ ト 枠 、 事 務 機 ハ ウ ジ ン グ 、 電 動 工 具 ハ ウ ジ ン グ 、 ポ ン プ
ハ ウ ジ ン グ 、 小 形 品 具 ハ ウ ジ ン グ 、 他 。
　 （ ４ ） 大 形 ハ ウ ジ ン グ ・ 大 形 中 空 体 ： ボ ー ト 船 体 、 オ ー ト バ イ 座 席 、 コ ン バ イ ン 類 座 席
、 大 形 器 具 ハ ウ ジ ン グ 、 通 信 機 ハ ウ ジ ン グ 、 圧 力 容 器 、 タ ン ク 、 浴 槽 、 導 管 、 冷 蔵 庫 内 箱
、 上 下 水 管 、 他 。
　 （ ５ ） 耐 摩 部 品 ： 歯 車 類 、 ブ ッ シ ュ 、 軸 受 け 、 す べ り 面 用 板 、 各 種 す べ り 路 、 ロ ー ル カ
バ ー 、 産 業 機 器 用 歯 車 、 ロ ー ラ ー ス ケ ー ト 車 輪 、 他 。
　 （ ６ ） 材 料 （ 素 材 ） ： 長 尺 板 材 、 長 尺 棒 材 、 長 尺 パ イ プ 等 々 。 こ れ ら 材 料 の 場 合 は 成 形
直 後 の 軟 ら か い う ち に プ レ ス 機 な ど で 所 望 形 状 に 打 ち 抜 い た り 、 曲 げ 機 で 折 り 曲 げ た り し
て 所 望 形 状 の 製 品 に 加 工 す る こ と が で き る 。 ま た 、 硬 化 後 は ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ ー 等 の 刃
物 で 用 途 に 合 わ せ て 各 種 形 状 、 寸 法 に 切 断 、 加 工 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ 実 施 例 １ ）
　 本 件 出 願 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 一 実 施 例 を 図 １ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ の 焼 き 物 粉 末
複 合 品 １ は 、 焼 き 物 粉 末 ２ と 液 状 樹 脂 ３ を 混 練 し た 混 合 原 料 を 押 し 出 し 成 形 し 、 硬 化 さ せ
た 方 形 の 板 で あ り 、 厚 さ 数 ｍ ｍ 、 １ 辺 長 25ｃ ｍ 程 度 の も の で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 焼 き 物
粉 末 ２ と し て 瓦 の 破 片 を 粉 砕 処 理 し た 粒 径 1.25ｍ ｍ の も の を 使 用 し 、 樹 脂 と し て メ タ セ ン
、 Ｔ Ｔ Ｓ （ い ず れ も 日 立 化 成 工 業 株 式 会 社 の 登 録 商 標 ） 、 Ｎ Ｓ ４ Ａ の ３ 種 類 を 使 用 し 、 ３
種 類 の 樹 脂 の 合 計 と 焼 き 物 粉 末 を １ ： １ の 割 合 で 混 合 し 、 総 重 量 を 540～ 570ｇ と し た 。 ま
た 、 成 形 後 に 加 熱 乾 燥 し て 硬 化 さ せ た 。 得 ら れ た 板 は 全 体 が 樹 脂 と 焼 き 物 粉 末 が 均 一 に 混
合 さ れ て ム ラ の 無 い 製 品 に 仕 上 が っ た 。 ま た 、 混 合 原 料 に 顔 料 を 添 加 す る こ と に よ り 板 の
着 色 を 変 え る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 例 ２ ）
　 本 件 出 願 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 他 の 実 施 例 を 図 ２ （ ａ ） （ ｂ ） 及 び 図 ３ に 基 づ い て 説 明
す る 。 こ の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 １ は 直 径 15ｃ ｍ 、 深 さ ４ ｃ ｍ 程 度 の ボ ウ ル で あ り 、 焼 き 物 粉
末 ２ と 液 状 樹 脂 ３ と を 混 練 し た 混 合 原 料 を 成 形 型 に 流 し 込 ん で 成 形 し 、 成 形 品 を 加 熱 乾 燥
さ せ て 硬 化 さ せ た も の で あ る 。 こ の 実 施 例 で は 焼 き 物 粉 末 ２ と し て 実 施 例 １ の も の と 同 じ
も の を 使 用 し 、 樹 脂 と し て メ タ セ ン 、 Ｔ Ｔ Ｓ （ い ず れ も 日 立 化 成 工 業 株 式 会 社 の 登 録 商 標
） 、 Ｎ Ｓ ４ Ａ の ３ 種 類 を 使 用 し 、 そ の ３ 種 類 の 割 合 を メ タ セ ン 210ｇ に 対 し て 、 Ｎ Ｓ ４ Ａ 1
.5重 量 ％ （ 3.15ｇ ） 、 Ｔ Ｔ Ｓ 0.4重 量 ％ （ 0.84ｇ ） と し 、 前 記 ３ 種 類 の 樹 脂 の 合 計 と 焼 き
物 粉 末 を １ ： 1.3の 割 合 で 混 合 し た 混 合 原 料 を 型 に 流 し 込 ん で 成 形 し た 。 得 ら れ た ボ ウ ル
は 全 体 が 樹 脂 と 焼 き 物 粉 末 が 均 一 に 混 合 さ れ て ム ラ の 無 い 製 品 に 仕 上 が っ た 。 混 合 原 料 に
顔 料 を 添 加 す る こ と に よ り ボ ウ ル （ 複 合 品 ） の 着 色 を 変 え る こ と が で き た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 例 ３ ）
　 こ の 実 施 例 も 焼 き 物 粉 末 複 合 品 が ボ ウ ル の 場 合 で あ り 、 焼 き 物 粉 末 と し て 実 施 例 １ の も
の と 同 じ も の を 使 用 し 、 樹 脂 と し て メ タ セ ン 、 Ｔ Ｔ Ｓ （ い ず れ も 日 立 化 成 工 業 株 式 会 社 の
登 録 商 標 ） 、 Ｎ Ｓ ４ Ａ の ３ 種 類 を 使 用 し 、 そ の ３ 種 類 の 割 合 を メ タ セ ン 285ｇ に 対 し て 、
Ｎ Ｓ ４ Ａ 1.7重 量 ％ （ 4.845ｇ ） 、 Ｔ Ｔ Ｓ 0.4重 量 ％ （ 1.14ｇ ） と し 、 前 記 ３ 種 類 の 樹 脂 の
合 計 と 焼 き 物 粉 末 を １ ： １ の 割 合 で 混 合 し た 混 合 原 料 を 型 に 流 し 込 ん で 成 形 し 、 こ れ を 加
熱 乾 燥 さ せ て 硬 化 さ せ た も の で あ る 。 こ の 場 合 も 、 得 ら れ た ボ ウ ル は 全 体 が 樹 脂 と 焼 き 物
粉 末 が 均 一 に 混 合 さ れ て ム ラ の 無 い 製 品 に 仕 上 が っ た 。 ま た 、 混 合 原 料 に 顔 料 を 添 加 す る
こ と に よ り ボ ウ ル の 着 色 を 変 え る こ と が で き た 。 バ ッ チ 式 成 形 で 図 ２ （ ａ ） の ボ ウ ル を 成
形 す る 場 合 は 、 例 え ば 、 図 ４ の よ う に 、 ボ ウ ル と 同 型 の 金 型 ５ の 内 側 に 中 子 ６ を 配 置 し 、
両 者 の 間 の 空 間 に 混 合 原 料 を 注 入 し て 成 型 す る こ と が で き る 。 金 型 ５ は ア ル ミ 製 、 樹 脂 製
と い っ た 任 意 材 料 製 と す る こ と が で き 、 中 子 ６ は 木 製 、 樹 脂 製 と い っ た 任 意 材 料 製 と す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 （ 実 施 例 ４ ）
　 前 記 実 施 例 と 同 じ ボ ウ ル を 作 る 場 合 に 、 樹 脂 と 混 合 す る 焼 き 物 粉 末 の 量 を 少 な く し た と
こ ろ 、 樹 脂 内 の 焼 き 物 粉 末 が ボ ウ ル の 下 方 に 偏 る 傾 向 に あ り 、 着 色 し た 場 合 は ボ ウ ル の 上
縁 部 分 ４ の 着 色 が 薄 く な る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ の 板 を バ ッ チ 式 成 形 で 成 形 す る 場 合 は 、 例 え ば 、 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） の よ う に 二 つ の
金 型 （ 成 形 型 ） ７ 、 ８ を 対 向 さ せ 、 両 金 型 ７ 、 ８ の 原 料 供 給 口 ９ か ら 両 金 型 ７ 、 ８ 間 の 成
形 空 間 １ ０ か ら 混 合 原 料 を 供 給 し て 成 形 す る 。 こ の 場 合 、 混 合 原 料 を 供 給 す る こ と に よ り
成 形 空 間 １ ０ 内 の 空 気 が エ ア 抜 き 口 １ １ か ら 抜 け る 。 こ の 場 合 も 、 成 形 品 を 金 型 ７ 、 ８ か
ら 受 け 型 に 移 し 換 え て か ら 硬 化 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 一 例 で あ る 板 の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 一 例 で あ る ボ ウ ル の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は （ ａ
） の ボ ウ ル の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 製 造 方 法 の 一 例 を 示 す チ ャ ー ト 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 一 つ で あ る ボ ウ ル を 製 造 す る 金 型 方 式 の 断 面 説 明 図
。
【 図 ５ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の 焼 き 物 粉 末 複 合 品 の 製 造 方 法 の 一 例 で あ る 流 し 込 み 方 式 の 斜 視
説 明 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） の 流 し 込 み 方 式 の 断 面 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 １ 　 焼 き 物 粉 末 複 合 品
　 　 ２ 　 焼 き 物 粉 末
　 　 ３ 　 液 状 樹 脂
　 　 ４ 　 ボ ウ ル の 上 縁 部 分
　 　 ５ 　 ボ ウ ル の 金 型
　 　 ６ 　 中 子
　 　 ７ 、 ８ 　 板 成 形 用 の 金 型
　 　 ９ 　 原 料 供 給 口
　 １ ０ 　 成 形 空 間
　 １ １ 　 エ ア 抜 き 口
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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